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第 1号住居跡出土遺物 (第 6図 )
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第 104号溝跡出土遺物 (第 32,34図 )
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土墳・ビット・グリッド出土遺物 (第 37、 41、 47図 )
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旧石器・グリッド出土遺物 (第46～ 48図 )
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第 2号住居跡出土遺物 (第 9図 3)
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第 2号住居跡出土遺物 (第 9図 4)

第 2号住居跡出土遺物 (第 9図 6)

第 2号住居跡出土遺物 (第 9図 5)
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第 2号住居跡出土遺物 (第 10図 33)

卦拝彗彗

一
　

　

●
・
　

　

・●

一業
一一一一盆
一淵

＃
饒
価

●
　
　
　
・●

斗華事

一華
一理
一一■
理̈
誦

薦
柴
肺



第 2号住居跡出土遺物 (第 10図 37) 第 3号住居跡出土遺物 (第 12図 1)
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第 3号住居跡出土遺物 (第 12図 2) 第 4号住居跡出土遺物 (第 15図 1)

第 4号住居跡出土遺物 (第 15図 3)第 4号住居跡出土遺物 (第 15図 2)
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第 5号住居跡出土遺物 (第 20図 6)
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第 7号住居跡出土遺物 (第 27図 4)
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第 7号住居跡出土遺物 (第 27図 6) 第15号土墳出土遺物 (第 37図 1)
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ビットー3出土遺物 (第41図 1)
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有鉤銅釧 (表 )

一 図版 25-

有鉤銅釧 (裏 )
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ふ  り  が  な

所 収 遺 跡

ふ

所
り が な

地在

コー ド 北緯 東経
調査期間

調査面積

(ピ )

調査原因
市町村 遺跡番号

宮台・宮原遺跡

第 7地点

埼玉県朝霞市根岸台

2丁 目5-1111他

11227 54 35°

48′

24″

139°

36′

17〃

20040604

|

20041029

2,900 住宅建設

所 収 遺 跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

宮台・宮原遺跡

第 7地点

集落 弥生時代後期～

古墳時代初頭

平安時代

中世

土娠  1基

住居跡

満跡

土娠

7軒

8条

30基

旧石器時代・石器

弥生時代後期から古墳時

代初頭 0有鉤銅釧

平安時代・須恵器・土師器

中世・陶磁器類

弥生時代後期から古墳時

代初頭の有鉤銅釧が第16

号土娠から出土した。

平安時代の第 5号住居跡

から墨書土器がまとまっ

て出土した。

・・一一一
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